
‭第11回‬

‭難民への法的支援に関する集中講義‬

‭2024年1月27日（土）10:00（～16:10終了予定）‬
‭開催方法‬‭：オンラインツール「ZOOM」で配信‬

‭対象　　‬‭：弁護士・行政書士・パラリーガル等‬

‭受講料　‬‭：無料‬

‭講義言語‬‭：日本語（通訳なし）‬

‭難民支援協会では、より多くの難民が、適切な法的支援を専門家から受け、難民認‬

‭定されることを目指しています。本講義は、毎年実施しており、今年で11回目とな‬

‭ります。今年もオンラインで実施いたします。‬

‭日本に逃れてきた難民に対し、今後、法的助言・法的支援を提供することを考えて‬

‭いる専門家（日本または海外で資格を有する弁護士、行政書士、パラリーガル）の‬

‭方々に受講していただきたいと考えております。‬

‭お申込締切：‬‭2023年12月25日（月）‬

‭方法：‬‭下記URL/QRコードにアクセスしてお申込いただけます。‬

‭【お申込フォームURL】‬

‭https://forms.gle/W5nDTiSygxFzgKDJA‬

‭【お申込フォームQRコード】‬

‭お問い合わせ先：‬

‭認定NPO法人 難民支援協会‬

‭担当：支援事業部 松田・加藤‬

‭TEL：03-5379-6001‬

‭Email:info@refugee.or.jp‬

https://forms.gle/W5nDTiSygxFzgKDJA


‭第11回‬

‭難民への法的支援に関する集中講義‬

‭プログラム（予定）‬

‭10:00 ～ 10:05‬ ‭開会のあいさつ‬

‭　　　　  難民支援協会‬

‭10:05 ～ 11:20‬ ‭【第一部】‬

‭難民の定義、日本の難民認定手続と運用　　‬

‭行政書士　田多 晋‬

‭11:20 ～ 11:30‬ ‭質疑応答・休憩①‬

‭11:30 ～ 12:30‬ ‭【第二部（前半）】‬

‭難民事件における弁護士の必要性と役割‬

‭（相談・受任～一次申請～審査請求まで）‬

‭　　　　　　　　　　　弁護士　関 聡介‬

‭12:30 ～ 13:30‬ ‭休憩②（昼食）‬

‭13:30 ～ 14:30‬ ‭【第二部（後半）】‬

‭難民事件における弁護士の必要性と役割‬

‭（相談・受任～一次申請～審査請求まで）‬

‭　　　　　　　　　　　　弁護士　関 聡介‬

‭14:30 ～ 14:45‬ ‭質疑応答・休憩③‬

‭14:45 ～ 15:45‬ ‭【第三部】‬

‭出身国情報（COI）の活用‬

‭全国難民弁護団連絡会議　杉本 大輔　‬

‭15:45 ～ 16:00‬ ‭質疑応答・休憩④‬

‭16:00 ～ 16:05‬ ‭難民支援協会の活動について‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　難民支援協会‬

‭16:05 ～ 16:10‬ ‭閉会のあいさつ‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　難民支援協会‬


